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※抑使用者 
住　所 

lt　名 

MODELNO　HCL9000 �SER 
NO 

保証期間　　　年　　　月より1カ咋 

お願い　本保証鰹はアフターサービスの際必要となります。
お手数でも誘く印個所にご克己人の上本書芸の最終御使用

者のお手芸午に保管をしてください。

保　柾　規　走

l　保証期間中に正常な使用状態で、万一故障等が生じました場合は

保言正規定に基づき無借で修‡里いたします。
2　本保証番は、日本国内でのみ有効です。
3　保言正春の再発行はいたしません。

4　下記事項に該当する場合は、無條修王里の対象から除外いたします。
a　不適当な取扱いイ吏用による故障

b　設計仕様条件等をこえた取扱い、借用または保管による故障
C　当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修ま里に起因

する故障
d　その他当社の宋任とみなされない故障

販売店名

泡坤＞やややややや）坤，呼呼坤，坤，坤，⊂‘㌍坤）や，坤つや坤）やややや〉

安全にゴ使用いただ �く �ために 

木器を安全にこ使用いただくため、取扱説明春のなかに記覿されている注意、

脊告の内容は必ず厳守してください。

警告　取扱いを誤った場合に、取扱者の生命や身体に危険がおよぷ恐れが

あります。その危険を避けるための注意事項です。

注意　取扱いを誤った場合に、取扱者が倦害を負う恐れのある場合や機器

を損傷する恐れがある琴合の注意事項です。

木器及び取扱説明藩には、安全に使用していただくために次に示すシンボル

△芸墓誌芸要言霊宝≡；…孟宗認諾誓言誓するため、取扱脱

△　馨告

感電の恐れが卑ります。

●ACiOOOV以上の電路で使用する際は、取り扱いに十分注意して使用し

てください。

●高圧回路は危険ですので、専門的知詩のない方は使用しないでください。

●測定は被覆線のみとし、、裸線にはクランプしないでください。

●CTケース、本体ケース等が損傷している場合は測定をしないでください。

●木器は防滴構造をしていますが、雨や湿気にさらされた状態での使用

は、危険ですので避けてください。

本館を分解しないでください。．

●当社のサービスマン以外は木器を分解しないでください。

1．概　要

●木器は最新のCT技術を結集し、CTの使用性を大幅に向上させた高低庄

両用のクランプメータです。

●CTからの電流信号を赤夕し線LEDにより、伝送し表示していますので、

CT部と娃り部は奉全に絶縁されています。又、延長パイプを伸ばすこと

により娃り部とCT部を60cm以上離すことができ、ゴム手袋は不要です。

このたびは、高低庄クランプメーターHCL－9000をお買いあげ

いただきありがとうございます。木器は、当社のすぐれた技師

から創り出された信頼性の高いクランプメーターです。

ご使用前にこのく取扱説明書〉をよくお読みになり正しくお緩

い下さい。

この取扱説明膏はいつでも使用できるように、大切に保管して

下さい。

マルチ計測韓株式会社
本　　社　東京都千代田区神田松永町15三友ビル3F

電話03（3251）7013　FAXO3（3253）4278

定　機　能：交流負荷電流（クランプ式）

ン　ジ　切

0～20A／600A（50　：HZ）

Zレンジマニュアル

23℃士5℃　　80％RH以下

レンジ �分解能 �確　　　　　度 

20A �0．0】A �土2．5％rdg土8d離 

600A �lA �0　－400A土2．5％rdg士Bdgt 
400～600A士　3％rdg土8dgt 

最大測定導体径：¢35mm

A／D変換方式：積分方式

表　　　　　示3附帯　液晶表示　最大表示「Ⅰ999」単位　記号付

入カオーバ表示：最上位朽“l’■が点滅（600Aレンジを除く）

データホールド：「DH」マークが点灯し、表示をホールド

サンプルレート：2回／秒

記録計出力：各レンジのフルスケqル値に対してDCfOOmV

（但し600Aレンジは600A入力で30mVを出力）

精度：士l％FS土（確度）

出力インピーダンス：101く口以下

電池電圧低下表示：（CT部）動作電圧以下の時　赤色LED点灯

（計測部日．2V土0．Ⅰ∨以下の時「B」マーク点灯

使用回路電圧：AC80－7000V

絶　縁　抵　抗：DC1000Vメガにて100MQ以上（CTコア部と退り部）

耐　　電　　圧：ACf5KVl分間（CTjア部と娃り部）

電　　　　　源：（C T部）単4乾電池UM－4　×3

（計測部）単4乾電池UM－4　×2

消　発　電　流：（CT部）約I7mA（マンガン電池にて連続で約35時間）

（計測部）約15mA（マンガン電池にて連続で約40時間）

構　　　　　造：防滴ⅠⅠ型

寸　　　　法：（縮めた状態）70（W）×548（H）×50（D）m

（伸ばした状態）70（W）×柑90（H）×50（D）mm

玉　　　　　東：約7509

付　属　計：乾電池UM－4…5携帯ケース…Ⅰ八取扱説明杏…I
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3．各部の名称と説明

①クランプ式CT：電流検出用センサでクランプ式になっています。

②開　閉　　爪：開閉爪をガイドにして電線をクランプします。

③powER電鱒スイッチ：CT部の電源スイッチです。l回押すと「ONJにな

り、再度押すと「OFF」になります。電源がONにな

っていることの確認はレンジランプで行なってください。

④RANGE　レンジスイッチ：20A／600Aのレンジ切換スイッチです。

△警告
感電の恐れがあります。

●電池ケースを外した場合、必ずもと・に戻してください。電池ケーズを

外したままでの測定は危険ですから絶対にしないでください。

●電線をクランプした状態で電池を交換しないでください。

木器を長期間使用しない場合は、電池を外して保管してください。

電池が液漏れを起こし、本館を損保する恐れがあります。

ト測定準備

1．外観、柵道に異常が無いか点検してください。

2．電源スイッチを「ON」にして電池チェックを行なってください。

ト測定方法

1．CT部及び計測部の電源スイッチをそれぞれ「ONJにLます。

Z．レンジスイッチで測定レンジを選択します。（推定電流より大きめのレ

ンジを設定してください。）cT部のレンジと計測部のレンジは必ず

一緒にしてくださいち

3．測定したい電線1本にクランプ部の開閉爪を押しあてクランプLます。

4．指示値を読み取ります。（オーバレンジの時は最上位朽㍉「のみが点滅、

600Aレンジを除く）

昧み取りにくい場所では、データホールドを活用してください。

5．電線からCTを引き抜きます。

6．測定終了後は必ず電源スイッチを「OFF」にしてください。

※卜．長時間電流を記鐸したい場合は、記録計出力部にレコーダを接続し

ます。（¢2．5イヤホンプラグ）その時は、乾電池を新品と交換してく

ださい。

※2．高圧充電部を計測する場合は伸縮パイプを伸ばして使用してくださ

い。伸縮パイプは強く引っ張りすぎないようにしてください。力い

っぱい引っ張ると抜ける場合があります。　　　′

※3．測定の方式上、入力電洗0の状態で表示がロになりませんが異常で

はありません。

⑤レンジランプ：レンジスイッチの位置を表示するランプです。

⑤LO BATT電池電圧低下表示：CT部の電池電圧が動作電圧以下になったとき

点灯します。

⑦電池収納部（茶面）：CT部の電池収納部です。

⑧poWER電源スイッチ：計測部の電源スイッチです。l回押すと「ONJ　に

なり、再度押すと「OFF」になります。

（9RANGEレンジスイッチ：20A／600＾のレンジ切換スイッチです。CT部のレ

ンジ位置と同じ位置にします。

⑲D・HOLDデータホールドスイッチ：表示中のデータをホールドします。押

すと表示部に「DH」が点灯します。再

度押すと解除します。

⑬表　　示　　部：液晶パネル（LCD）により測定値の数字表示、及び電池状

態を表示します。

⑲REC記録計用ジャック：記録計出力部で¢2．5のイヤホシジャックです。

⑲電池収納部：計測部の電池収納部です。

⑲パイプストッパー：伸縮用パイプを縮めた時にパイプを固定します。

⑲伸縮パイ　プ：

4．取扱方法

ト電池の収納方法

l．CT部及び計測部の電源スイッチが「OFF」であることを確認します。

2．CT部及び計測部の電池カバー止めネジを⑳ドライバーにてはずします。

（ビスキャップはなくさないようにしてください）

3．電池収納部の表示に従い◎0の極性を間違えないように収納します。

4．電池カバーを元に戻し、ネジでしっかり締め付けます。

5．ビスキャップを取り付けます。

注藩

新しい電池と一度使用した電池、種類の遣う電池を混ぜて使用しないでく

ださい。

△注意
損傷の恐れがあります。

●電流測定は、CTに過大電流を印加Lますと、発熟し、木器を損傷する

恐れがあります。

本署封二は600A以上の電流を印加しないでください。

b記録計出力部には、電圧を印加しないでください。木器を損傷する恐

れがあります。

’感電事故及び感電の恐れがあります（高圧充確部の計測）

●棟充電部の計測、雨中の計測は避けてください。

●2相同が同時に接触するような計測は避けてください。

●計測車、旭り部以外に触れないでください。

5．絶縁性能（耐圧）試験

1年に1回、試験電圧Ⅰ5kVの定期自主検査を行なってください。

試験成練　　　高圧配電線托用抹搭形検電器安全指針
（労伸省鷹巣安全研究所RlHトTR－85－ヱ準拠）

l． �外観構造試験　　　　　良 � � 

2． �絶縁耐力　ACHKV．Ⅰ分間 �良 � 

ロヅトNo．　　検査者 � �⑳ 

6．アフターサービス・保証

万一故障した場合は、お手数でもお買い上げいただいた賊売店へ直接お持ち

込み下さい。

なお、都合の悪い場合は、弊社まで郵送願います。

郵送する場合は、木器を柔らかい紙、または布で包んで外箱（ダンボール等）

に収納し、住所、氏名、電話番号を明記した保証番といっしょに簡易魯留で

郵送して下さい。
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